
 

第５２回 入学式 式辞 

春の風が花の匂いや鳥のさえずりを運ぶ今日の良き日、本日ここに、大阪府立貝塚南高等学校 第５２回入学

式を挙行いたしましたところ、公私ともご多用の中、貝塚市長 をはじめとするご来賓の皆様方、保護者の皆様

方、関係者の皆様方のご臨席を賜りましたこと。高いところからではございますが、学校を代表して厚くお礼申

し上げます。ありがとうございます。さて、ただ今入学を許可いたしました 240名の新入生のみなさん、保護者

のみなさまはじめ関係者のみなさま、ご入学おめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。今、高等教育

においては、入学してから卒業するまで【何ができるようになったのか：コンピテンシー】が問われる時代であ

るように思います。教職員一同に課せられた使命や責任を肝に銘じ、新入生のみなさんの可能性を最大限に引き

出せるよう努めてまいります。どうか本校の教育活動にご理解、ご協力賜りますようお願い申し上げます。 

さて、新入生のみなさん。本日喜びの日を迎えることができたのは、みなさん自信の努力と共に、昼夜問わ 

ず、無償の愛情をもって励まし、支えてくださったご家族をはじめ、小・中学校の先生方やみなさんに関わりの

ある多くのかた方のお陰です。人は支え支えられて人生を歩みます。新たなスタートラインは人生の大きな節目

です。周囲への感謝の意を表すことを忘れないで下さい。 

 では、高校とはいったいどのようなところでしょうか、私はみなさん自身の中にある新しい自分と、可能性を

発見する場所であると思っています。みなさんの可能性は無限大です。世の中は価値観の変化により、伝統的に

引き継がれてきたシンプルな社会から、ライフスタイルの幅が拡大した多様な社会に変化しています。古い習慣

や先入観にとらわれず、新しい環境や状況に、少し勇気を出して新たな歩みをはじめて下さい。本校にはみなさ

んの自己実現を全力で支援する教育的愛情豊かな教職員が集っています。貝塚南高校の生徒として、学友ととも

に、着実に、そして大きく成長していただくことを期待します。希望と喜びに満ちたみなさんにお伝えしたいこ

とはたくさんありますが、【門出】にあたり特に３つに絞りお伝えします。まずは【出会い】を大切にして下さ

い。出会いは新たな自分を発見する大きな契機となります。それは人であったり、書物であったり、環境であっ

たりします。私は幸いにしてこれまで人、書物、環境との素晴らしい出会いに恵まれ、生きる力をいただきまし

た。これからも大切にしようと思っています。又、出会い等によって幸運をつかむことをセレンディピティ

（serendipity）と言います。知的好奇心を掻き立て常に学び続け、セレンディピティを追求してみてください。

ただし重要なのは、学ぶ姿勢なくして、セレンディピティはつかめないということです。次に【学ぶこと】につ

いてです。全教育活動を通して、受け身でなく探求する学びに期待します。みなさんには本校での様々な学びを

通して、グローバルな視点で現状を分析し、課題を発見し、最適解を見出すことのできる確かな学力を備えてい

ただきたく思います。特に、備えた知識をどのような目的で誰のために使うのか、それにより何を成し遂げよう

としているのか、深く思考してください。たとえば、外国語が話せる、外国に行った経験があるにとどまること

なく、地球を一つの地域と捉え、思考し、その地に生きる人々に思いを馳せ、貢献できる資質を育んでいただき

たいのです。もう一つは【共に生きること、共生について】です。すべての人の生きる目的は幸福の実現にある

と私は思います。本校のスクールミッションの骨子は、Well-beingな学校づくりとしています。短期的な私の幸

福だけにとどまらない将来にわたって持続する私たちの幸福の実現です。この理念はグローバルに浸透すること

を願っています。みなさんには、理念を理解いただき、他人事を自分事として捉え、寄り添うことのできる強く

て優しい人へと成長し、自分のこと、他者のこと、地球のこと、未来のことを深く思考し、地域や国際社会に貢

献していただくことを期待します。以上記憶に留めていただければ幸いです。保護者のみなさまに重ねてお願い

でございます。本日喜びの日を迎えるまで変化の激しい状況を受け入れながら、お子様を励まし、慈しみ育んで

こられました。愛を込められた時間は無駄ではなく、お子様は立派に成長されました。みんな世界一です。この

大切なお子様を本日よりお預かりいたします。教職員一同、すべての価値判断を子供達の成長に据え社会に通ず

る人格の形成を柱に教育活動を勧めてまいります。また、子供たちとともに学び、成長し続けてまいります。ど

うか、【チーム貝塚南】としてご理解とご協力いただきますようお願い申し上げます。加えて、特に高校生という

のは「疾風怒濤の時代」とも呼ばれ内面で深く考え、激しく思い悩む年齢でもあります。日々、コミュニケーシ

ョンを確実におとりいただき、世界一大切なお子様に関して理解を深めていただきますよう重ね重ねお願い申し



上げます。 

結びにあたり、今日から始まります新入生の皆さんの高校生活が、生涯を通じて交わりを深められる、最良の

友・最良の教師との出会いがあることなど、豊かで実り多いものであることを念じ式辞といたします。 

 

令和 7年 4月 7日 

大阪府立貝塚南高等学校長  
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